
疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハウト事例)

霞発石天冽雇異じ配合年こ入力をするよう、スタツ
ている力1、コメント欄に

三う薦訂]] クヽトラミンで薬疹」と“載して
あったので気付けた:

こπパクトラミンで薬疹の

葉峯覇呂習電1まどし認羅躊 習]遊
トラミン配合錠が処方されていたため疑義照

会したところ、薬剤削除となつた。

販売名エクア錠50mg

変更になつた医薬品

販売名グラクテイブ錠50

mg

知識が不足していた
医薬品
教育・訓練

酷 鵬
薬剤師が行う。

医師が把握して

暑癬臨:覇1躍i憔鐸需
E二 著)力ヽら適正使用の情報活動がされて

いなかつた。

割慨臨襲群た愛彗彎 贈θ
mgからグラクテイブ錠50mgに変更となつ
た。

販売名リスペリドン錠1
「MEEK」

販売名リスペリドン錠2

「MEEKJ
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聯編蟻=畿そ硝輝lT
既認調鞘路熱雅
:聾 錐誌腔晟齋亀饉腕

ヾ

販売名ムコスタ錠100ていなかつた
蛹議が不足していた
コンピユータシステム

仕組み

菫熱嘉犠鍵範
が処方された際は、先発医

を合わせてお薬手帳

今記載することとした。

色霞預況蕩墨:
と判断したものと思われる。

躍 番邸紹 尋珊馨桑
議ツ簗録悪〔ぽ巴 毬
ふi∫ 董犠歿与になるため処方医へ確認
したところ、薬剤削除になつた。



疑義照会に関する事例
・
(薬局ヒヤリ・ハット事例)
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販売名ジヤヌビア錠25m

g

変更になつた医薬品
販売名ジヤヌビア錠50m

g

更の操作が忘れられていた。
の患者に処方されてい

ラビツドが中止になつた。患者に理由を聞く
と、「注射を中止する代わりに、内服を強い

纂器   輛 赫
ア錠3omgに 増量となつた。

販売名ランタス注ソロス

ター
ランタス注ソロスターの用法が「昼2

鰍 離:
ろ、「轟る前2単位」へ変更になつた。

販売名ランサツプ400

変更になつた医薬品
販売名パリエット錠10m

g

販売名クラリス錠200

販売名サワシリンカプセ

ル250

鼻事爾診撃踪涯詠Fず
つ確ていることを知らなかつた。轟

耐 欄 鶏爾賜
セル250」に変更となつた。

名ティーエスワン配

合顆粒T20

変更になつた医薬品
販売名ティーエスワン配

含顆粒T20

辞離館濯贈弊
つ。

で処方された際に投与スケジユールを
聞いているはずだが、忘れていた。

ティー王スワン配合顆粒T20
していた患者が院外処方になり、当薬局に
処方せんを持参した。投与スケジユールを聞
いたところ、不明とのことだつたので疑義照

書窯 麻鶴 棚 鵬 孵
して服用することとなつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハツト事例)

販売名ムコソルバン錠15

mg｀

変更になつた医薬品
販売名ビソルボン錠4mg

築寝累彗程理尋宇?F者
はお薬手帳を持つている患者だつたが、近医'

受診した際に持参し忘れた。口頭で併用薬
はないと伝えてしまつた。

普段病院から複数の栗をもらつている患者
が、風邪のため近くの開業医に受診した。も
ともとムコサー′い―Lカプセル45mgを服用し
ていたが、近医を受診した際に併用薬を伝
えなかつたため、ムコソルバン錠15mgが処
方された。疑義照会を行つたところ、ビソル
ボン鉾4mgに変更となつた。

販売名ガスターD錠 10m合は:車樺などしていないか
に受診した際に併用薬を伝えてい

。服薬指導の際に、「胃酸を抑え

る薬ならすでに飲んでいる。」との申し出が
あつた。お薬手帳を確認したところ、パリエッ
ト錠10mgを 服用中であることが判明した。

照会を行つたところガスターD錠 10mg
除となつた。

販売名シグマート錠5mg

名、先発医薬品名を確認す
る習慣をつける。

以前から服用中のシグマート無5mgを 9か

晶瑠整ι了え撃l墨言昇謝
にて、「ニコランマート錠5mg

マニト棘6mgのジェネリッタ医薬品)3錠/
分3、23日分」を服用中に追加処方として、
「シグマート錠5mg3錠 /分 3、バイアスピリ
ン錠100mgl錠 、7日分」が処方された。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

トラムセット配含錠:8錠/分 4」で継続服用
中の患者ヘカ白ナール錠200「9錠/分 3」
が処方された。同一医師による処方だつた
が、違う部位の痛みも訴えたため、アセトア
ミノフェンが追加となっていた。しかし、アセト
アミノフェンの1日量が4400mgと なり、40
00mgを 超えたことを疑義照会で伝えると、
カロナール錠200「6錠/分 3」に減量となっ

た。

確認を怠つた 処方された医薬品
販売名カロナール錠200

栗歴琴.
菜の特性等

ストロメクトール錠3mg4錠 、1日1回朝食
後」で処方箋を受けた。ストロメクトール錠3

]型蜃雉麟騎舷十
その他処方不偏 処方された医薬品

販売名ストロメクトール錠

3mg

栗の特性等

14

「メルカゾール錠5mgl日 用量1錠、分lX8
4日分、朝食後服用」で処方箋に記載があっ
た。楽剤服用歴管理簿の記録によると、メル
カゾール錠5mgの 投薬は今回が初回であ

摯

確認を思つた
知識が不足していた
医薬品

処方された医薬品
販売名メルカゾール錠5
mg

等性
等
特

歴

の

栗
栗



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

患者より、「糖尿病の薬を服用しているが、
一緒に飲んでも大文夫か。」と質問された。
お薬手帳を持参していたので確認したとこ
ろ、レバミピド錠100mg「NP」分3が皮膚科
と軍棟していることが判明した。皮膚科の医
師に疑轄照会し、削除となつた:

などがあり、14種 類の薬を服用していた。 をま竃ご築郡踏孔再
に指導し 販売名レバミピド錠100

mg「NPJ

リーゼ撃5mgが 投与日数制限を超え頑 イ
2日分で処方されていた。 販売名リーゼ錠5mg

ン駆6mgの ところ、メタヒスロこ
12mgで 処方されていた。 販売名メタヒスロン錠12

mg

変更になった医薬品
販売名メタヒスロン錠6m

された。来局時の患者インタビューでセ
ェム系薬剤(トミロン)による奪麻疹の副作
1歴があることが分かつた。同系統の薬剤

が処方されているため、念のため医師へ確
たところ、クラビット錠500mgへ 変更と

アレルギー
摩のある患者は

表紙に一
日でわかるよう配

載する:患者のお薬手帳の
アレルギー歴にも記入して、
他院/他 薬局にかかる際
は、副作用歴を伝えるよう促
す。

患者への説明が不十分で
あつた(怠つた)

販売名セフゾンカプセル1
00mg

変更になつた医薬品



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハツト事例)

今まで他院でアロチァム錠を服用しており、

本日から紹介先の病院より処方となつた。ア
ロチームと同成分のザイロリック100mg/

ことが分かつた。

確認を息つた

患者側
その他紹介状

陛万 ご弔 LE桑 品

板売名ザイロリック錠10
Э

変更になつた医薬品

販売名ザイロリック錠50

諄 ● V J 几 仏 ▼

確認を怠つた 処方された医薬品 .

販売名ザジテンドライシ
ロップ0.1%

変更になつた医薬品
販売名アレジオンドライシ
ロップ1%

菜歴等
薬の特性等

20

知識が不足していた 処方された医薬品
販売名サアミオン錠5mg

面 …
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

販売名チラーデンS錠50

変更になつた医薬品
販売名チウラジー

mg

ジール錠50mgの 処方だつた
に、チラーデンS錠 50の 処方箋が来た。

おかしいと思い、病院に電話をして医師に確
認し、チウラジール錠50mgを 出した。

販売名エクア錠50mg

変更になつた医薬品
販売名ジヤヌビア錠100
mg

報告が遅れた(怠つた)
その他エクア錠50mgの
処方箋の注意喚起
その他エクア錠50mgの
処方等の注意喚起
教育,コ‖練

、グルコバイ、アマリール、メ

しか37めらていない。疑義照会にてジやヌビ

Z懺駆驚狗聯轟
である。Jと回答した。

疑義照会を徹底していたt

販売名マイザー軟青

変更になつた医薬品
販売名リンデロン=VG軟

膏0.12%

りt幼児には強すぎると判断して疑義照会し
な。リンデロン VG軟膏0。12%に 変更と
なつた。

販売名シングレア錠10m手帳でオノンカプセル112.5mgを 服用中
であることが判明した。類似薬のため疑義照
会して、シングレア錠10mgは 中止となつ
た。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

喉の痛みでニフラン掟が処方されたま壼形

外科にてインテバンSP25の服用がお薬手
帳から判明した。類似薬処方のため疑義照
会してニフラン錠が中止となつた。

運据ができていなかつた 処万された医桑品
販売名ニフラン錠

戸桑 子 鴨

澤癬ができていなかつた 処方された医薬品
販売名ランソプラゾール0
D錠 15mg「 DKJ

変更になつた医薬品
販売名コランチル配含顆
粒

栗歴等

28

囃鰤ン
なつた。

確躍を急つた
記録などに不備があつた

処方された医薬品
販売名ピーエイ配含錠

栗歴等

C‐ ステン錠250mgが 処万された。他T4
にてムコダイン錠を服用中と薬歴から判明し
た。同成分のため疑義照会したところ、ムコ
ソルバン錠15mgに 変更された。

澤澤ができていななつた 処方された医薬品

販売名け ステン錠25

0mg

変更になつた医薬品

販売名ムコソルバン錠15

mg

栗歴等



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

30

肥■に■/レ ワフ版用甲とお栗手帳から判

歪8療彗ぜy魔照会して、伊備棚 習
受診時にもお不手帳を提示
して、医師に飲んでいる薬を
報告するよう患者を指導す
る。

運据ができていなかつた 処方された医薬品
販売名アレロック錠5

お栗手帳

医師がメフチンエアー10″g吸入100回の

緊ゝ乳hi熙貨男極Fい
て理解じ1 なヽ

却鷹が不足していた 処万された医薬品
販売名メプチンエア… 10

μg吸入100回

栗の特性琴

32

馨こ鞘 l離 占
毬だ熙脇1離媒乱躍嘉鯖
圭魂鶏3裡諄叩 男密折と

ぶ1電程鷹l薔語喜磐澤魔〉
た。事枷こ分

難召凛麗果羅雪聟ダ 一れ コンピュータシステム 処方された医薬品
販売名オノンドライシロッ
プlo%

変更になった医薬品
販売名オゼックス細粒小
児用15%

栗の特性琴

33

レ不フロ千サシン眠100mgilYK」 が処万
された。お薬手帳にて他科でフロモックス服
用中と判明した。疑義照会したところ、レポフ
ロキサシン錠1 00mgrTYK」は中止となつ
た。

覚r時 、お票千帳を医師に
見せるように患者に指導し
た。

澤轟ができていなかつた 処万された医薬品
販売名レポフロキサシン
錠100mg「 TYK」

お栗手帳
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

ドライシロップ0。1%0。 5g、lX寝 る前」の
処方があつた。分量が多過ぎるため疑義照
会したところ、「0。2g、2X朝 夕食後」に変
更となった。

販売名クレ0ママレットドラ
ィシロップo.1%

ユベラNソフトカプセル2

臨 ■棚記翻置要管
となつた。

著躙

せるように尋 販売名ユベラNソフトカプ

セル200mg

販売名P暉 粒

ル75カ【「1日 4カプセル、
2」で処方されていたので疑義照会し、「2カ
セル.分2」に変更となつた。

販売名タミフルカプセル7
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハツト事例)

透析患者に「クラリス錠200、1日量1錠、1
X夕食後、4日間服用」が処方された。薬剤
服用歴の記録から「レグパラ錠25mgl錠 、
lX夕 食後Jが継続処方されており、クラリス

錠200との相互作用が疑われた。処方医に

卜錠250mgを 初日2錠、3日目1錠」に変更
となうた。

腎苦l陰籠薪翌襦
する。

処方された医薬品

販売名タラリス錠200

変更になつた医薬品
販売名クラビツト錠250m

g

栗歴等
薬の特性等

ベイスン錠0.2が 食後で処方されていた。
疑義照会して食直前に変更となつた。

確認を息つた
知識が不足していた

処万された医桑品

販売名ベイスン錠0.
果の 特 圧 ■

4 0

総 、「墓魏
に変更となつた。

その他医師の入カミス 処万された医桑品
販売名ジスロマック細粒
小児用1096

キI「

果

椰 二 供 昇 り 輌

41

風邪にてタラビット錠500mgが 処方され
た。半年程前に服用した際、かゆみが出て

同日の夜に別の抗生剤が処方されていた。
同医院から再度クラビット錠500mgが 処方
された。疑義照会したところ、別の抗生剤IF
変更となつた。

当該患者はかかりつけ薬局を決めていたの

で事なきを得たが、今回、別の集局で調剤を

受けた場合、患者本人が副作用の事を記憶
していない限り、副作用歴のある薬を服用し

てしまう確率が高かつた。

日1の医院からの処万ならと

もかく、同じ医院から副作用
が出た薬の処方があるとい

うのは残念であるため、何ら
かの対策を講じて頂きたい。

その他医院側の問題 処方された医薬品 ¨
販売名クラビツト錠500m

g

変更になつた医薬品
販売名バナン錠100mg

栗歴等
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハツト事例)

販売名クラリスドライシ
ロップ10%小 児用

変更になつた医薬品
販売名ジスロマック細粒
小児用10%

ラリスドライシロップ10%

副作用摩のある患者に、クラリスドライシロッ
プ10%小 児用が処方された。疑義照会の
結果、ジスロマック細粒小児用10%に 変更
となった。

販売名ミノマイシン顆粒
2%

10歳 女児にミノマイシユ

294が0.6g/日で処方された。疑義照会し
たところ、6g/日に変更となつた。

こ不備があつた

勤務状況が繁忙だつた 販売名リウマトレックスカ
プセル2mg

1夕1翠朝1の指示であつたため疑義照会し
たところ、朝2夕1翌朝1に変更となつた。

餌田田ζ思つた

知臓が不足していた 名カロナール錠200
Iビーエイ暉1日6躍Jとlカロナール無6翼」
が一緒に分3にて処方されており、アセトアミ
ノフ平ン量が多いため疑義照会した。カロ

ナ‐ル錠200は 高熱時頓服で服用となつ
た。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

思者が奪麻疹、反層炎で受診し、アレグラ鋼
60mgと 塗り薬2種類を処方された。薬局で
投薬時に併用薬を確認したところ、3日ほど
からアレルギー性鼻炎でジルテック錠10

を服用中だった。医師にその旨を伝えなかつ
たことが分かった。医師に確認したところ、

が出て、ジルテック錠10を飲んでも
治まらないようなので、ジルテック錠10を中
止してもらって、アレグラ錠60mgに変更し、

グラ鐘oomgは アレルギー性鼻炎にも
効くことを伝えるよう医師から返事があつた。

販売名アレグラ錠60mg

変更になつた医薬品
販売名アレグラ錠60mg

薬局では必ず患者に併用コ
を確認する。患者に受診の

際、必ず医師に併用薬を伝
えるように指導する。

薬を伝えなかつた

者の症状等
せんの書き方等

、セロクエル2
方されていた。今回、セロクエル細粒50%
が60mg、 眠前で処方されていたが、患者と
の話しの中で、「先生は薬を減らすと言つて
いた。Jとコメントがあつた。病院に問い合わ
せたところ、「60mgの 50%だ から30mgで
はないのか?」と医師から質問があつた。製
剤の%に関わらず、服用量を力価で記載し
ていただいたらよい旨を伝え、処方量が30
mgの 処方であることを確認した。

量の勘違い 名セロクエル細粒5

販売名ファルラックス錠4
フアルラックス錠400が 1日 10錠 /分 5で 1

日処方となつていた。他にカサールクリーム
3%10gも 処方されていた。患者からのイン
タビューから帯状疱疹と考えらるので、処方
医に帯状疱疹なら7日処方となる事を疑義
照会した結果、7日処方に変更となつた。

では、1回量や使用日
数が異なるので、用法、用量、処方日数に
は通常から気を付けている。

処方せんからだけでなく、患
者からのインタビュニを含め
て処方の妥当性を判断する
必要があると思われる。

知識が不足していた
施設・設備
教育・訓練



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

リワーファリユ
が、別の整形外科に受診じグラケーカプセ
ル15mgを 処方された。院内薬局から投薬
された様子だつた。お薬手帳を持参しても
らつていたのでワーフアリンの服用を知った

での処方と考えた。その後もグラケーカプ
ル15mgが 継続処方されたのでPT:INR

籠讃島れ吊観 を唐
ところ、ワーファリンの月風用を知らなかったと
のことだった。すぐにグラケーカプセル15m

グルーフホームに入居中の思煮だつた。=
期的(1回/2週 )に内科の住診を受け、
ワーフアリンを含む薬を処方され、薬局にて

層置篇獄 蹴 穏 責 椛 璃
に受診し、グラケーカプセル15mgを含む薬
が院内より出された。家族にお薬手帳を持
参してもらい、併用薬の情報を医師に伝えて
もらつたが、グラケーカプセル15hgをやめ
られない状態と説明を受けたとのことだつ

た    調 難報
轟 曇

5mgが 続いた.PT‐INRを検章したところ、
「1.05」だつたため、薬局から直接、撃形外
科に問い合わせをしたところ、ワニフアリンの

を知らなかったとのことだつた。グラ
ケーカプセル15mgがすぐに中止となつた。

理暦闘寄塁琴の
窓口を普轟の楽辱とP′

為躍層1滞路擬
局から確認する。

その他医師と薬局との連
携方法が不十分だつた
患者側

販売名グラケーカプセル

アデホスコーワ顆粒10%が 処方されていた

制踊1讐駅EI魂嘉I輩驚翠
行い、アデホスコーワ顆粒10%が 削除と

販売名アデホスコーワ顆
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハツト事例)

販売名ムコトロン錠250

mg

販売名カロナール錠200

変更になつた医薬品
販売名ムコダイン細粒5
0%

カロナール細粒2

コン銀:250mg、カロナール錠200が

れていたが、大きい錠剤が服用出来
ないと患者の母親より申し出があり、医師に
疑義照会を行い、同成分のムコダイン細粒5
0%、カロナァル細粒20%に 変更となつた。

販売名クレストール錠2.
5mg

変更になつた医薬品
メルブラール粒状

曽            範l馨11
gに変更となつた。

販売名クラリス錠50小 児
用

変更になつた医薬品
販売名クラリス錠200

ていたが、患者の体重が40kgを超えている
ことから、医師に疑義照会を行い、クラリス
錠200、 2錠 /日 に変更になつた。

アルフアロールカ

セル0.5μ g

変更になつた医薬品
販売名アルマール錠10

関側の確認ミス
と思者との意思疎通のないとこ

ろが要因と思われる。医療機関側の確認ミ
正しいが、アル

ファロールカプセル0.5μgが入力されてい
た。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‐
‐

9歳にネオマレルミンTR錠 6rr
いので、病院に疑義照会した。

饉 “ 笹 思 つ た

知識が不足していた 販売名ネオマレルミンTR
錠6mg

変更になつた医薬品
販売名ポララミン錠2mg

販売名ジスロマック錠25

輝雪『翼磁誂駐甘財劉踏
Omgが処方されたが、疑義照会し、パリエ'
卜錠10mgの処方が中止となつた。

販売名パリエット錠10m

Omgl錠 、lX

服用中だつた。パリエット錠10mgが 処方さ
れ、撃彗照会した。他院処方のガスポートD

内服を中止し、パリエット錠10m
指示があつた。

販売名パリエット錠10m

変更になつた医薬品
販売名パリエット錠10m

g

58/123



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

ン錠75mgが 処方され、疑義照会し、アシノ
ン錠75mgの 処方が中止となつた。

販売名アシノン錠75mg

ロンOD錠 15を 内月風中だつ
た。出張中に風邪で受診した。発熱があり、
ロキソニンと共にアシノン錠75mgの処方と
つた。疑義照会し、アシノン錠75mgの 処
が中止となつた。

販売名アシノン錠75mg

販売名ハルナールD錠
0.lmg

変更になつた医薬品
販売名ペシケアOD錠

患者は女性であり、適応外処方の可能性が

言騨 躍 鶴 箋 省 lミ距 んg臨 。
lmgの 女性患者に対する処方は、適応外で
あり返戻の可能性がある旨を伝えたところ、
ベシケ70D錠 5mgに 変更になつた。

昨今、適応外処方が審査上認められるケー

スが多く出ているが、認められていないケー

スもあつた。
てもしつかり疑構照会する。

販売名ホスミシンドライシど4種類の内服薬が風邪のため処方されて
いた。本日、皮膚科を受診して、ホスミシンド
ライシロップ400とパルトレッタス顆粒50%
が処方された。抗生剤が重複しているため、
皮膚科の医師に疑義照会した結果、ホスミ
シンドライシロップ400が 削除になつた。

に伝え、医師は大文夫と返答していた。病院
では、お薬手帳を見せておらず、薬局
示していた。

、口頭ではなく、
手軽を採示するよう指導

する。

59/123



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

バリエット錠服用中、医師にお薬手帳を見せ
ておらず、疑義照会したところ、処方された
ムコスタ錠100mgが 中止となつた。

販売名ムコスタ錠100m

ニンの処方があつた。医師は痛み止めは飲
ていないと思い、処方が重複した。

販売名モービック錠10m

止め、胃薬、抗生剤が
れた。疑義照会して抗生剤のみ処方

販売名ロキソニン錠60m

販売名ウルグートカプセ
ル200mg     ′

ロモックス綻100mg、 トロキシン錠100m
ューバスタコーワ軟膏が処方された。患
に併用薬を確認したところ、医師にも見せ
言われたが、薬剤情報提供文書を持参

していたため念のため確認させてもらつた
ら、メイアクトMS錠 100mg、 レバミピド錠1
00mgそ の他を服用中であつた。持って来ら
れた処方薬と併用薬に重複するものがある
ため処方医に問い合わせた結果、フロモック
ス錠100mg、 トロキシン錠100mgが 処方
削除になつた。

その他医師と患者の連携
不足

販売名フロモックス錠10

販売名トロキシン錠100



疑義照会に関する事例(薬局にヤリ・ハット事例)

めに、1錠で投与の半分の量の日数を表示
し、患者に口頭で半錠ずつの投与を指示さ
ているが、今回は、投与の日数で指示さ

れてぃたために医師に確認し、訂正して投
与した。

レセコンに半韓の「=苺
出来れば改善される。 技術・手技が未熟だつた

コンピュータシステム
ルールの不備

販売名ワーファリン錠0。

ライシロップ1
いたが、粉は飲めないと言われ、トミロン錠5
0に疑韓照会にて変更になった。  _

務状況が繁忙だつた 販売名オラスポア小児用
ドライシロップlo%

変更になうた医薬品
販売名トミロン錠50

ド100μ gエアゾール6

入用が出ている人にフルタイド50μgエア
ゾール120吸 入用が出ていたため、疑義照
会にて変更確認した。

こ不 偏 が あつた

況が繁忙だつた 販売名フルタイド50μ g
エアプール120吸 入用

変更になった医薬品
販売名フルタイド100μ g
エアゾール60吸 入用

ビーエイ配含震のとこ
で入力していた。 名レトラツク錠60mg

変更になつた医薬品
販売名ピーエイ配含錠
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハツト事例)

纏 難 廉鰤
畑爾不足だつた。 棚にいつから予期処万可HE

か記載した。
判断を誤つた
知識が不足していた

処方された医薬品

販売名エデイロールカプ

セル0.75μ g

栗の 特 E‐●

72

マイスリ=破 5mg就寝前が正しいのだが、メ

かつた。

こちらから院長に伝えても改晋されなかつ

た。 〒聯雰翼槻』覗
撃に行う。

その他処方入カミス 処方された医薬品
販売名メマリー錠5mg

変更になつた医薬品
販売名マイスリー錠5mg

栗歴等

73

覧費電ず結メ要織 署鰐
で、間い合わせた。1日3カプセルに変更と
なつた。

処万肇鑑査をしていて発見した。 の他不明 処方された医薬品
販売名トクレススパンス
ルカプセル30mg

尋Ｆ特の夏
Ｆ
‐，‐―
―

　

―

‐
‐

―
‐―
―
―

―
‐
‐

74

]4g、lX発 熱時にて

処方されていたため問い合わせた。1回2g

に変更になづた。

処方箋鑑査の際に発見した。 その他不明 処万された医桑品

販売名カロナール細粒2

0%

疑の特 距 千
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

販売名オブランゼ錠10来ないので、薬局側で注意
する。

リエツト錠10

ランゼ錠10が 処方された。パリエット錠
10mgを 中lLするのか疑義照会したところ、

ランゼ錠10は入カミスであることが分
かり、処方がキャンセルになつた。

名ワーフアリン錠lm
の単純な人為的ミスだつた。

側では、処方量の変更の際は可能な限り、
患者からの聞き取りとワーファリン手帳の記
載内容の確認を実行していたため、ミスが鮮

澤での改晋軍|

の確澤は,誤処方の発見に

有効であり、今後も徹底して
案行したいと考える。

ワーファリンの用量が変更されていたため、
患者側に変更の説明の有無を確認した。医
師からの説明が無かったことを受け、ワー

フ7リン手帳を確認したところ、指示用量と処
方等用量が異なることが判明した。医師に
疑義照会したところ、指示用量へ変更となり
調剤した。

販売名ノルスバンテー`
知識が不足していたフアススじ芋ニジ:

磐鰐野驚認
であることが十分に認知されていなぃと

える。また、デュロテップパッチやワンデュ
ロパツチなど貼り替える間隔が異なる製剤
増えてきたことも原因の一つと考える。

ルス′ヽンテープ5mg7枚 、1日 1

:つた。当腋薬は7日毎に貼り替える薬剤で
り、長期投与が認められていないことより
照会したところ、1枚に変更となつた。患

者にも毎日貼り替えるよう指導されていた。

販売名ビオフエルミ:

変更になつた医薬品
販売名ラックビー微粒N

ックビー歓粒Nが 定期的に処方されてし
が、今回ビオフエルミン錠剤に変更になつて
いたので疑義照会をかけたところ、処方入
カミスであり、いつも通りのララクビー微粒N
で処方だつた。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

処方されており、同時にアクトネル錠17.5
mgが 起床時に処方されていた。同時に服
用するとアクトネルの吸収が低下する事が
考えられる。よつて疑義照会し、エディロール
カプセル0.75μ gを分1朝食後に変更して
もらつた。

販売名エディロールカプ
tJレ 0。75μ g

、「アマリール0。5
11年、不眠時Jとなっていたので、疑
余したところ、「マイスリー錠10mg、O.

5難、不眠時、10回分Jに変更となつた。

販売名アマリール0.5m

g錠

変更になつた医薬品
販売名マイスリー錠10m

g

トランサミン躍500mgが 処方された。前回
も同じ率が処方され服用したが、吐き気、胸

暮熟奮ヒ誕管事∬罰護事当占奎塩需基き肥督
ころ、トランサミン錠500mgは 中止になつ
た。

販売名トランサミン錠5
mg

こて′ヽルトレックス錠500、 6錠 、3
X食後で処方された。他科にてクレメジンを
服用していた。腎不全治療中だと推測され
た。パルトレッタスが腎排泄の薬剤であるこ
とを医師に伝え、減量を提案した。3錠、3X
食後に変更になつた.

販売名パルトレックス錠5
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

販売名C―チステン錠25
け ステン錠250mgが 処方された。以前
ムコダインを服用して手が腫れたことありと
薬歴から判明した。同じ成分の薬での副作
用歴を医師に疑義照会した結果、処方が中
止となつた。

販売名ザジテンドライシ
ロップo。1%

変更になつた医薬品
売名ゼスラン小児用細

解 を思つた

判断を誤つた
へのザジテンドライシロップ0.

1%の 処方だった。定期薬として、マイスタン

1%、エクセグラン散20%、 セレニカR

認 濠 、為変 鷲 季群 島
プ0。1%か らゼスラン小児用細粒0.6%に

変軍となつた。

販売名ロキソニン錠60m

g

その他患者は医院に|

示君野
を提出していなして環き、有効活用して

ぃくために、声かけを行つて
いく。

黒配鋸轟霧剛晋刷ず麗請乳属

販売名セルベックスカプ

ル50mg

ま医院にはお

薬手帳を提出していな
かつた

提出して頂き、有効活用して
いくために、声かけを行つて
いく。

患者は医院ではお薬手帳を提出していな
かった事により、医師は重複に気付かな
かった。また、その他の方法でも併用薬を伝

えていなかつたのではないかと考えられる。

患者が歯の治療のため歯科受診した際、セ
ルベックスカプセル50mgが 処方された。当
該患者は別の医療機関の整形外科から、セ
ルペックス細粒10%が 処方されている事を
お薬手帳で確認したため、疑義照会したとこ

ろ、セルベツクスカプセル50mgが 処方削除
となつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

販売名セルペツクスカプ薬手帳を提出していな
かった

販売名ザイザル錠5mgして頂き、有効活用して
:柿|ミ恥ぶF齢凝護麟 隣

な切翻靴競爆き 、
こ

販売名タミフルカプセル7

5

変更になつた医薬品

販売名イナビル吸入粉末

剤20mg

な彙方になるよう、櫻方練査
を慎軍に行うていく。

患者がインフルエンザのため、内科受診した
際、タミフルカプセル75が処方された。しか

管蹴 ふ
ところ、イナビル吸入粉末剤20mgに変更と

販売名チモプトール点眼

液0。25%

変更になつた医薬品
販売名チモプトール点眼、

液0.5%

響殿師系覇躙 T珊 謳し
ていた。以前より処方箋に不備が多い病院
であつた。

チ千プトール点眼液0。25%5mLが 処万さ
れていたが、前回と規格が異なるため、眼科

軍騨 螺 議 .亀晰 1冊『
じ

なつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

販売名オメプラール錠20

変更になつた医薬品
販売名オルメテック錠20
mg

ロンOD錠 30服 用中の
にオメプラール錠20が処方されたため、門

病院に疑義照会したところ、オメプラール
錠20ではなく、オルメテック錠20mgの 間違
いであつた。用法用量は同じで朝食後1錠の
ままだった。

ため、処方箋入力を間違つたと推測され

の特性等販売名チワンカプセル10

変更になつた医薬品
販売名ツムラ芍薬甘車湯
エキス顆粒(医療用)

のチワンカプセル10

瓦芳罰隣ごj薬歴あ語断ヨJ圧百熊蚕を
行い、ツムラ芍薬甘車湯エキス顆粒(医療
用)に蒙更された。

販売名ノ′レ スヾク錠5mgになっていた。入力間違いだつた。

販売名ツムラ桂枝加尤附
湯エキス顆粒(医療用)

変更になつた医薬品
販売名ツムラ桂枝撲華丸
エキス顆粒(医療用)

入力したスタッフの知識不足と注意力
不足だつた。 をしつかリ

ツムラ桂枝夜苓丸エキス顆粒(医療用)の
力を間違つてツムラ桂枝加尤附湯エキス顆
粒(医療用)にしていた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

|ま照会を徹底する。 アスベリンドライシ
ロップ2%

6蔵 女児にアスベリンドライシロッフ2%60
商gの処方だつた。分量が過量ではないかと
疑義を感じたため、処方医に照会したとこ
ろ、分量変更がされた。

処方入力のコ・―ドがエクセラーゼtエクセク
ランと頭三文字が似ているので間違つたの

職想摯駆 号灘響誰
た。

その他処方入カミス
販売名エクセグラン錠10
Omg

変更になった医薬品
販売名エクセラーゼ配合
カプセル

を処方するところ、入カミスでエクセグラン錠
100市「が処方された。

販売名C‐ ステン錠25

0mg
ている方に、別日同医療機関よ

機 躙 凛 i胤離 翼T
チステン錠250mgの 処方が削除された。

販売名クレストール錠5m

g

1回 2錠 でいつ

れているが、今回は1回1錠で処方されてい
た。疑義照会後、1回2錠にET正された。

の意識の問題だづた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

ス錠100mg、 ナイキサン錠100mg、 トロキ
シン鍵100mg、 ユーパスタコーヮ軟膏が処
方されていた。服薬指導の際、トラムセットと
リリカを服用中であることを確認した。患者
は医師に服用中の薬を伝えていたが、念の
ため処方医に問い合わせをしたところ。ナイ
キサン撃100mgが 削除になった。

販売名ナイキサン錠100
mg

その他医師との連携不足

エニナック錠200mgと フロモックス鋼:100

量:|す111:挙1]][:l'1,il,石与L 販売名フロモックス錠10
前回の処方をそのまま引つ張つてきて同じ
処方を入力したようだ。その中にフロモックス
錠100mgが 入つていた。

7 ‐V ′ ｀ヽ 甲千 - 7 ‐ し ヽ | ‐“蜀

側の間纏であるが改善

鵬 麟 言「

フスコ7~配含興が処方されていたが、
腺月日本症による排尿困難のため、他医療機
関よリュリーフ錠の投与をうけ月風用中だつ
た。このことを医師に話さなかつた。薬局に
は以前からそのことが分かつていたので医
師に轟義照会をして、フスコデ配合錠を削

、メジコン錠15mgの 投与に変わつた。

販売名フスコデ配含錠

変更になった医薬品
販売名メジコン錠15mg

こ医師に服用中の

がわれば必ず晴すよう、轟
者に説明する。

販売名ロペミン小児用細の肇腸剤とともに処方されていたが、この薬
は3歳未満には原則禁忌であるので医師に
疑義照会したところ削除になった。

日頃から気をつけていたため、チェッ



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0バット事例)

１

‐

‐ ルを凧用の方に抗生物費とともにメキタ
ジン錠3mg「ツルハラ」が処方されたが併用
禁忌薬であるので医師に疑義照会したとこ
ろ、メキタジン錠3mg「ツルハラ」が削除さ

、抗生物■のみになった。

かっていた 販売名メキタジン錠3mg
「ツルハラ」

離雅 継召え鶴鋼 鳥酬m
に東更になつた。

名カロナール細粒2

W回 事では、セララ錠50mgを 含む7種類|
処方されていた。今回より、アスパラカリウ
錠300mgが 処方追加となつていた。セララ
銀50mgとアスパラカリウム錠300mgは 併
用禁忌であるため、医師に疑義照会した。セ
ララ筆50Mgが処方削除となつた。

販売名セララ錠50mg

、ヽなかなか飲み込めないとのこと
、疑義照会によりP暉 粒に変更した。

他の楽は飲みにくいと聞いていなかつたた
め、飲めていると思い込みがあつた。 その他聞き取り不足 販売名ピーエイ配含錠

変更になつた医薬品
販売名P噸 粒
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0′ヽツト事例)

販売名ジスロマック錠25知識が不足していた
ジスロマック錠250mgの
回になつていたため、疑義照会にて1日1回

に変更確認した。

販売名コデインリン酸塩

散10%

変更になつた医薬品
販売名フスタゾール糖衣

勤務状況が繁忙だつた

販売名ラックビー微粒N

変更になつた医薬品
売名ラックビー錠

こ不 偏 が あつた

勒務状況が繁忙だつた
アレルギーとかに気を取られ、

確認をしていなかづた。
ラックビー微粒Nか らラッ

ビー難に変更になつた。

販売名リレンザ

変更になつた医薬品
販売名タミフルドライシ
ロップ3%

知識が不足していた
医薬品

とヽ判断しタミフルドライシロツプ3%に
更をお願いした。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

者がカデュエット配合錠3番 に変更になつた
ので、血圧の上昇があつたのか確認したとこ
ろ、「血液検査の結果、コレステロールが高く

変更すると主治医から言われた。」と
ことであつた。血圧はコントロールされてい

るとの話しであつたため、主治医に疑義照会
した。中圧ではなく、コレステロール治療成
分を蒙軍との確認の上、カデュエット配含錠

雲総身野I聟艶短暑1省霜r
なつた。

配含薬が増えてきて特にカデュエッ
は1番から4番まであるので、医師の勘導い
があつたと思われる。

硼 l ″ヽ~刀 ~η り`W熙 百

分を分かり易く表示したも
のを薄すと共に、配含錠変
更の場合は息者とのコミュニ
ケーションを十分にとつて医
からの説明と合つている

かを碑解していく必要がある
と思われる。

その他勘違い
医薬品
その他情報不足

販売名カデュエット配合
3番

変更になった医薬品
販売名カデュエット配合
2番

者の症状等

販売名アスベリンドライシ
こアスペリンドライシロッ

2966g分 3(成人量最高量)で処方されてい
た。処方医に疑義照会したところ4gへ減量
となり、‖剤して交付した。

ところではあつたが、確諷したために医

堀勲鰤鮮廊邸こ
いたため、事前に疑義照
会で対応出来た

こタミフルドライシロッフ3%1。 1

分2の処方がされた.体重換算量で少な
た`め疑薔照会したところ、2.4gヽ 処方変

為、疑積照会で対応 販売名タミフルドライシより、疑義照会で適正量に変更出来た。
髪鵬
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

販売名レンドルミンD錠
0.25mg

変更になった医薬品

販売名レンドルミンD錠

0。25mg

患者への説明が不十分
あった(怠つた)
医薬品

用法が適切かどうか薬剤師
の視点から判断し、必要なら

高齢者の不眠症の治療に対して、思煮本人
が医師への報告、相談なしに複数の科を受
診して、治療薬がそれぞれ処方されていた。
不眠症治療薬を3種類服用することにより、
副作用の問題のみならず、依存の可能性も
出てくるため、高齢者では特に注意がJ7J票
であった。処方医師への患者の服用状況の

野笥雹罰聾隣諄離信難楓
可能であると考えた。

獣 属翻 癬 酬 淵 世 』 :
mgl日 用量1錠分lX30日 分、リスミー錠
2mgl日 用量1錠分lX30日 分眠前」で処
方あり。当日、疑義照会によリマイスリー錠
とリスミー錠の併用で間違いないことを確認

紺 漱 し瑞 ふ黙 留 枇 :3
の不眠症治療薬の重複となるため、

医に疑義照会を行つた。循環
マイスリー錠10mg、 リスミー錠2mg

は中止するよう回答があつた。

販売名タミフルドライシ
ロップ3%

、タミフルドライシロツ

3%1.6g/日 が処方された。疑義照会の
結果、2.6g/日 に変更となつた。

販売名レベニンS散

変更になつた医薬品
販売名レベニン散

認   ラ
更となつた。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

層者と市をしている時に、本人は夜服用だと
話していたが、処方箋の用法では、ノルバス
ク錠2.5mgと イルペタン錠100mgが 朝食
後となつていた。疑義照会により、朝食後と
なつた。

際、処方内容を検討しながら
行う。薬の数だけを気にしな
がらだと、どうしても処方内
容が見抜かりがちになる。薬
の数もそうだが、疑轄照会す

あつた(怠つた)
通常とは異なる身体的条
件下にあつた
患者側
教育・訓練

販売名イルペタン錠100
mg

販 売 名 ノル バ スク錠 2.5

mg

こ処方箋を持参 した。ノルバスク錠5

お     颯
プロック錠8mgの 処方があり、医師に確認し
たところ、ノルバスク錠5mgが 中止となつ
た。

こて飲み合わ廿の確認を行つた。

使ヽい方の周知徹底を行

販売名ノル′`スク錠5mg

ソルボン(25)」
た。他に処方されていたのも風邪の薬だつ
た。咳が出て、痰がからむとの患者の訴え
のため処方された薬なので、医師がビソル
ボン韓の規格を勘違いしていると考えられ、
疑義照会した。

その他医師の
販売名ビソルボン錠

変更になつた医薬品
販売名ビソルボン錠

ンフルエンザのためリレニ
た。吸入出来ると母親は皓していたが、試し
に吸入をしてもらづてみたところ、うまく吸うこ
とが出来ず、タミフルドライシロップ3%に 変
更してもらつた。

と思つていた力(実際は違つてい
た。大人は簡単と思つていても子供には難し
い事もあつた。

術0手技が未熟だつた 販売名リレンザ

変更になつた医薬品
販売名タミフルドライシ
ロップ3%
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリウ ッヽト事例)

を確躍したところ、初めに医師と薬剤師に伝
えた率は1年以上前の薬で、現在は他病院
にて血圧の薬が出ていた。しかし、凛には無
いとのことだった。次回他病院にかかる予定
までの5日処方に変更をお願いした。

無く、家族も薬が出ていることを知らなから
た。   ・ 濯騨皐轟穏奪弊まl

だくようにする。

こ不偏があつた

勤務状況が繁忙だった 販売名アムロジピン錠5

奪後服用になっていたため、食前に疑義
熙会にて変更した。

が繁忙だつた 販売名ペリゼリン錠10m

g

ビー平イ配含錠6錠 とカロナール錠200が 〔

錠、分3で処方されていたため、アセトアミノ
ンとしての1日量力ぐ過量投与となるため

疑義照会したところ、ビーエイ配合錠がC―
ステン錠250mgに 変更になつた。

師が知らなかつた。
こ不備があつた

状況が繁忙だつた 販売名ピーエイ配含錠

変更になうた医薬品
販売名C‐ ステン錠25
0mg

ルフアスト錠10mg3
いたため,疑義照会をして食直前服用に変
更してもらつた。

販売名グルフアスト錠10
mg



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

販売名ムコソル′`ン錠■に先発医薬品名を加える
とよいと思うが、レセコンで ヽ

はこちらが蒙軍したものは処
名が出せるが、初めから

後発医薬品で来たものはそ
のままであるので、手で書き
加えるしか方法はない。

あつた(怠つた)
その他医療機関側の後
発医薬品名知識不足
コンピュータシステム
医薬品
患者側
その他お薬手帳
その他医師の後発医薬

品への認識

に受診し、ムコソル′

品を服用中の患者が耳鼻科医院へ受診し
た。お薬手帳を見せたが、ムコソルバン錠、
の他が処方されてきた。疑義照会でムコソ

ルバン館の後発医薬品は1か月処方されて
おり、重複投与になる旨を説明し、処方から
ムコソルバン錠は削除との回答を貫つた。

目1染みが薄く、重複投与、相互作用などの
原因になりやすい。

あらた(怠つた)
その他患者がお薬手帳を
出したが未配載であつた。
コンピュータシステム
患者側
その他お薬手帳、薬剤情

摯秀椎蒼薯が連続で2か
所の医療機関を受診

名ビオフエルミン診していた。この日はたまたま同日に2つの

[璧議爾覇譲i電磁
剤師が疑彗照会にて調
るしかないのではと思う。

めt疑榛照会し、一方を削除してもらつた。

販売名アマリール3mg錠

変更になつた医薬品
販売名アマリールlmg錠

への説明が不十分で

うた(怠つた)
その他2医療機関から糖
尿病薬の処方

辱誌肥患者受診の際説
明不足
その他患者にはしつかり
理解出来るように説明す
ることが必要である

B病院にはAクリニツタから棟査等の依頼を
しており、Aクリニックの指示でB病院を受診
しているにもかかわらず、Aクリニックからは
いつも通りの処方箋が出された。日病院医
師からAクリニックヘ情報提供がまだされて
いなかつたのではと思われる。患者は「送つ
ておく。」という言葉に、自分から説明をしな
かつたのではないかと考えられる。

てのインシュリン

な場合、医師の顔を立てつ
つも薬剤師は深く関与する
べきである。

から初めてインシュリンの
があったにもかかわらず、いつものAクリニッ
クからは、いつも通りの糖尿病薬を含む処方
であつたので疑義照会したところ、アマリー

ル3mg錠 からアマリールlmg錠 に変更に
なつた。     |
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

の思者が「他院から出ているューエフティ
E顆粒を出してほしい。」と電話で依頼し処方
されたが、依頼した患者とは関係のない別
の患者に処方されていた。今まで抗がん剤
が処方されたことのない患者セ臨時の風邪

中に5日分処方されている処方箋の不
自然な感じから、本人に風邪薬以外が出る
と聞いているのか確認したところ、聞いてい

と`の返答を受けた。処方元に疑義照会
したが返答には時間がかかり、他の患者と
間違つたと連絡はなく中止とだけ連絡があつ

珊 躍 言肝界
｀

かつた。

需 雪 瑚 搬 瑾r『錦 ぶ鰭
きており、そういつた環境で今回もミスが起
こつたものと思われる。

の改善は出来ないが、患者
が聞いていない率の処方に
ついては処方に不自然な点
がなくても疑幕照会をして確
認していくことで防いでいくこ
ととした。

者の症状等販売名ユーエフティE配

クラビツト点眼液1.5%と ガチフロ点眼液0。
3%が 同時処方されていたので疑義照会を
した結果、ガチフロ点眼液0.3%は ヒアレイ
ン点眼液0.1%の 誤りだと回答があった。

せんの入カミス、事務職員もクラビッ
とガチフロが同種同効品であることに気づか
なかつた。

確認してから発行する。 販売名ガチフロ点眼液0.
3%

変更になつた医薬品
販売名ヒアレイン点眼液

思看本人は高齢で近所の代理の人が来局
した。服用集を聞いたが不明だつた。公費が

甜 列 実 夕蛎 簑 :ば 辱ぃ
るが、他のNSAIDsよ りはましという情報が
あるため、処方医に疑義照会し、服用回数、
空ける間隔などを確認した。処方箋に記載
はなかった。代理人には「透析主治医にも骨
折で他病院でコカール2錠が頓服で出てい
るが、服用についてのアドバイスをもらうよう
に息子に言つてもらうよう」お願いした。

要とか、透析患者であることを申告する必要
があるJことを知らなかつた。こちらも透析患
者の薬物療法の知構が乏しく、とつさのこと
で自信がなかった。

販売名コカール錠200mる必要がある。

への説明が不

あつた(怠つた)
知球が不足していた

憲著員
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

スモチン錠服用中、今回ポドニンS
配合顆粒、ガスモチン散1%各 1.5g処 方と
なり、疑義照会したら中止になった。

販売名ポドニンS配合顆

販売名ガスモチン散1%

ツクロフ手ナクNaテープ30mg「日本臓器」
を偉つてかぶれがあり、医師に言わず、薬局
で奪えてほしいと申し出たため医師に疑義
照会してセルタッチパップに変更となつた。

た(怠った) 販売名ジクロフェナクNa
テープ30mg「 日本臓器」

変更になつた医薬品
販売名セルタッチパップ

フア千不タツンD賀 20mg服 用中、入院して
たヽ病院から退院してきたため、その病院

からタケプロンOD錠 15の処方があつた。H
2プロ,カーとPP:併用のため疑義照会し
ヒ。はじめから飲んでいたファモスタジンD錠
20mgの み服用となった。

販売名タケプロンOD錠 1

となうた。医師にお薬手根を見せ
ていた。トラムセット配合錠はアセトアミノフェ
ンの合剤のため疑義照会したところ中止に
なつたg

販売名ロキソニン錠60m
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

販売名ガスモチン散1%

署響 蓬薫こを藤 鶏 硼群
になつた。

販売名メイアクトMS小 児だつた。体撃計算したところ1.2gとなり疑義
照会した。

販売名アムロジピン錠5
アムロジビン錠5m

う問 奮夕量ざげ啓ゴ諄省覇禽篭∬賢轟
照会した。

販売名エリーテン錠5mし処方ありのため疑義照会した。食前の服用
になった。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

クラリチン躍10mgを 処方すべきところクラ1
ス錠200、 1錠60日 分と処方されていた。
花粉飛散時期を考え、薬歴を確認したら、昨
年も同時期に処方されていた。患者に確認
したところ、花粉症の予防に服用したいとの
ことだつたため、疑義照会してクラリチン錠1
0mgに 変更となつた。

コンピュータシステム
医薬品

販売名クラリス錠200

変更になつた医薬品
販売名クラリチン錠10m

g

ているような処方でした
が、ホクナリン錠lmgが 4錠、4X毎食後と
犠る前で出ており、ホクナリン錠lmgが今ま
で出たことない薬であり、1日量(14歳なら1
～2年)でみても量が多いので疑義照会し
た。ただし処方医は、普段使わない薬を急に
出すことがあり、これもそうだろうと思い、「1
日量でみて多いと思われる事と出来ればホ
クナリンテープでお願いできませんか。」と伝
えたら、病院事務員の入カミスで、ホスミシ
ン錠500が本当は処方されていたとのこと
だつた。

段から、今まで使つたことがない薬をよ
だす先生なので、「またか」とホクナリン錠
(風邪もひかれてたので)と決めつけてしまつ
た。最近、病院事務員が変わり、処方箋の
入カミスが増えていた。

をヽしてしまう前に、もう少し
気をつけたほうがいいです
よ。Jというような内容をさり
げなく伝えた。

ンピュータシステ
販売名ホクナリン錠lmg

変更になつた医薬品
販売名ホスミシン錠500

悴軍20。8kgの子にタミフルドライシロップ
3%が 1.6g/日で処方されていた。疑義照
会の結果、2.6g/日 に変更になつた。

販売名タミフルドライシ
ロップ3%

服用患者にサインパルタカプセル20mgが
追加になつた。調剤時に併用禁忌であること
を発見し、疑餞照会の結果、サインパルタカ
プセル20mgが 削除になつた。

販売名サインパルタカプ
セル20mg
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

があつたが、フロモックス錠100mgが 出て
いた。薬歴に記載があり、患者に確認し、病
院に疑彗照会したところ、ユナシン錠375m
こ変更となつた。

なヽかつた可能性がある。
てセファロスポリ

ン系が合わない事を伝えた
ので、次回からは大文夫だ
と思われるが、薬局でも確認
を急らないようにする。

販売名フロモックス錠10
0mg

変更になつた医薬品
販売名ユナシン錠375m

ての処方だつた:フェロミア
Omしが処方されていたが、以前から服用さ
れていた薬の情報にはスローケー錠600m
gとあつた。特に体調が変わつたわけではな
いとの事だつたので、医師がスローフィー錠
50mgと見間違えられているのではと思い
疑義照会をした。しかし、そのままでよいと
の返答だつた。聞き方が良くなかつたと思|
い、「カリウム製剤を中止して鉄剤を開始で
よいか」と再度確認した。そこで、スロー

こ書鶏野蝦艦福犠 iな粗

する際にきちんと併用
聞き取りをし、どうして
ているかなども可能な

刊 目さ限つた

勤務状況が繁忙だつた
医薬品

販売名フェロミア錠

変更になつた医薬品
販売名スローケー錠600
mg

コンピュータシステム 販売名フラビタン錠10m

変更になつた医薬品
名フラベリック錠20

リック錠20mgを 処方しようとしたとこ

観高 t惑器 :難駐
上記誤りを確認し、処方変更となつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

局した。小児科で風邪薬などもあと4日、薬
が残つているとのことで、内容を教えていた
だいたところ、アリメジンシロップ0.05%他
が含まれている水薬(他粉薬4種類)を飲ま
ていた。患者の両親は医師にも小児科の

着壇 響 継 解 り 講 :鰐 け
0.′05%が 抗ヒスタミン剤であることをお伝
えし、ヤレスタミンシロップと効果が一部重複
するFと、_医師はステロィド剤だけ力1使いた

耗霧‰態ζ継聖盤甘

販売名セレスタミンシロッ
プ

変更になつた医薬品
販売名リンデロンシロップ
.01%    ―

ては念のため確認を行う。 販売名ルナベル配合錠
ルナベル配含錠が分1朝食後28日

ていた。一般的には3週 飲んで1週休
むケースが多いため疑義照会を行つた結
果、処方日数が21日分に変更となつた。

のある藁につい
て率歴を用いて投薬前に必
ず確認する。O副 作用の出
た票lホ、処方受付時に確認
できるように処方入力
どに伝言を残しておく。

販売名クラリシッド・ドライ
シロップlo%小 児用

て受診した病院からクラリ
シッド●ドライシロップlo%小 児用が処方さ
れた。薬歴より、以前に服用したクラリスで
下痢を飼こしたため疑義照会を行つた。症状

1轍 :轟 lh編 牌 ご
ラ

初めて受診した医
用の確認が出来名
について話していなかつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

照会により重複投薬回避 販売名ソランタール錠10

0mg
用中だつた。風邪でソランタール錠100mg
が処方された。薬歴で重複が判明した。処
方医に連絡にて、ソランタール錠100mgが
処方削除となった。

が回避された事例だつた。
熙録を確認して、積揮的に
疑韓照会をしていくことが大

販売名ファモチジン錠10
「サワイJ

ワイJの処方があつた。整形で鎮痛剤とガス
ターロ年20mgを服用中であり、処方医に
は、痛み止め服用のみ申告していた。薬局
の間診で、服用が判明したので、疑義照会
フアモチジン錠10『サワイ」が処方中止と

しP.馨警照会により早惇投票

知識が不足していた

署芳[医院スタッフの不i
注意

販売名ウリトス錠0。1

変更になつた医薬品
販売名ウリトスOD錠 0。
mg

ていたが、再び普通錠で処方された。

知識が不足していた

軍青電医院の事務員が
代し経験不足

販売名ミコンピ配含触 P

変更になつた医薬品
販売名ミカルディス錠40
mg

ルデイス捉40mgの
APで 入力されていた。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

配 球 奪 こに↑ 偏 刀` めつた

勤務状況が繁忙だつた 販売名アリセプトD錠 10
リセフトD捉 10mgの 残栗があるのに

び処方されていたため、削除していただい として届けた時に、次回の予

況が繁忙だつた 販売名ピーエイ配含錠
販売名け ステン錠25
0mg
販売名フスタゾール糖衣
錠10mg

―平イ配含錠、フスタゾール糖衣錠10m
ぶトテステン錠250mgが 各6錠、分2で
L方されてきたが、電話にて問い合わせ分

3に変更となつた。

れていたため問い合わせ、1日3錠、分3に
変更になつた。

に不備があつた

勤務状況が繁忙だつた 販売名ポララミン錠2mg

るように徹底する。 販売名ワーファリン錠lmリン錠l mgl錠追加でトータル3錠(2m
gから3mgへ増量)だつた。今回ワーファリン

寝旧留厭紙L虐翌鐘署
碑出した。患者も現在3錠服用しており、減
量については説明を受けていないと言われ
たので疑義照会をし、ワーフアリン錠l mgl
錠から3錠へ変更となつた。ワーファリン錠1

署:馴 話 麟 辮 辞 弘 1紫 たF
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

満のところ、6歳 以上の患者に処方された。
によリシングレアチュアプル錠5m

gに変更となつた。

販売名キプレス細粒

変更になつた医薬品
販売名シングレアチュア

、1日 21輌 H日 3

されてきたため問い合わせ1日6錠に変更に
なった。

こ不傭があつた

勒務状況が繁忙だつた 販売名ピーエイ配含錠

販売名クレストール錠5m

g

販売名ベザテートSR錠 2

00

変更になった医薬品
名メバロチン錠10

が、併用原則禁忌のため確認の問い合わせ
をしたところ、両方カットとなり、メバロチン1
種類になつた。

に不備があつた

知識が不足していた

持つて来局した。処方内容はビオフェルミン
錠剤6錠分3毎食後7日分であつた。処方箋
受付時にお預かりしたお薬手帳を確認した
ところ他院よリビオフェルミン錠剤3錠分3毎
食後が処方中であつた。患者に確認したとこ
ろ他院のビオフェルミン錠剤は現在も継統服
用中であるとのことだった。ビアフェルミン錠

処方されているため処方医に疑義
照会した。その結果、今回処方をビオフェル
ミン競剤3錠分3毎食後7日分に1日量を減
量し、他院処方分と併せて6錠分3で服用す
る内容に変更構 つた。

提示したにも関わらず、処方医が他院からビ
オフェルミン錠剤が処方されていることを見
落とした。

行う。患者に対して受診時は
お薬手様による飲み合わせ
の確認を医師に必ずしても
らうようにお願いすることを
説明する。医師に対してもお
薬手帳の有用性や記載事項
などの説明を行い、確認漏
れのないように注視してもら
う。

販売名ビオフエルミン
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

に、腎機能の低下が確認された。処方に慢
性腎不全(進行性)の患者に処方されるクレ

廃溢響糧亀理馨,難臭選柔鏡 :乳
義照会したところ削除となつた。

販売名メデット錠250mg

四研の処万箋にタケプロンOD15mgと シメ
チジン幹200mgが記載されていた。PPIと

:
名シメチジン錠200

変更になつた医薬品
販売名ムコスタ錠100m
g

のため耳鼻咽喉科を受診した
際、マイスリー錠10mgが 処方された。当骸
患者は別の医療機関の内科から、同薬が処
方されている事を薬歴(当薬局で調剤)、お
薬手爆で確認したため、疑義照会したとこ
ろ、マイスリー錠10mgが 処方削除となつ
た。

思者は医院ではお栗手嫌を提出してい4

かつた事により、医師は車棟に気付かな

粽な発こ真勇∫響留乳誇鷲肛Etgy璧青窟「え
こ、お薬手帳は

も提出して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行っ
ていく。

蒼:ど
を提出していな 販売名マイスリー錠10m

レルギー性鼻炎のため耳
科を受診した際、パタノール点眼液0。1%

た。当該患者は別の医療機関の
内科から、リザベン点眼液0.5%が 処方さ
ている事をお薬手帳で確認したため、疑
照会したところ、パタノール点眼液0.1%

が処方自1除となつた。

年:嘉基還嶽護筆器:卜え
も提出して頂き、有効活用し
いくために、声かけを行つ
いく。

楽手帳を提出していな
かった

販売名パタノール点眼液
0。1%
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

ル̂ ックスカプセル50mgが 処方された。当
該患者は別の医療機関から、セルベックス

10%が 処方されている事をお薬手帳
たため、疑義照会したところ、セル

ックスカプセル50mgが 処方削除となつ

思者は医院ではお薬手帳を提出してい1
かつた事により、医師は重複に気付かな
かつた。又、その他の方法喘 併用薬を伝え
ていなかつたのではないかと考えられる。

も握出して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行つ
ていく。

その他患者は医院で|

薬手帳を提出していな
かつた

販売名セルペックスカプ

ル50mg

瑚 柵
したところ、ロキソニン錠60mgが 処方削除
となった。

薬手帳を提出していな
かった

販売名ロキソニン錠60mかつた事により、医師は撃複に気付かな
かつた。又、その他の方法でも併用薬を伝え
いなかつたのではないかと考えられる。

も操出して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行つ
ていく。

ド錠2oO■g、レフトーゼ錠(50mg)が 処方
された。当骸患者は別の医療機関の歯科か
ら、セフジエルカプセル100mg、 レフトーゼ
錠(50mg)が 処方されている事をお薬手帳
で確翠したため、疑義照会したところ、クラリ
シッド筆200mg、 レフトーゼ錠(50mg)が
処方Hl除となつた。

蕩鷹馴:欝謹観留需送
かつた。又、その他の方法でも併用楽を伝え
ていなかつたのではないかと考えられる。

出して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行つ
ていく。

薬手帳を提出していな
かつた

販売名クラリシッド錠200
mg

販売名レフトーゼ錠(50
m言)

際、メチコバール錠500μ gが処方された。
当該患者は別の医療機関の内科から、同薬
が処方されている事を患者との会話で確認
したため、疑義照会したところ、メチコバール

500μ  gが処方削除となうた。

砺活用を石あ晟
その他患者は
用票を伝えていなかつた 販売名メチヨバール錠50

0μg

お薬手帳を作成されていなかつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

月日と同日|

せんを応需した。患者には自内障の病
あつた。患者は自内障の手術を予定してお
り、前処置(角膜の無菌化療法)薬として、ベ

ストロン点眼用0.5%が 処方されたと推測さ
れた。処方せんには、ベストロン点眼用0.

曇
暑誹熟鶴轟翻野」然5「lFし
た。2日後から使用した場合、調製後の使用
限を2日間超過するが、手術には影響し

ないと患者へ説明するよう指示された。

当該患者は前回使用
｀
時にベストロン点眼用

0.5%を 自ら田製しようとして、失敗してい
た。このため、処方医へ、薬剤師にベストロ
ン点眼用0.5%を 調製してから投薬するよ
う指示して欲しいと、強く働きかけていた。ベ
ストロン点眼用0.5%の 使用期限が手術日
以前に切れてしまうことについても処方医ヘ
確認した。そして、クラビット点眼液1.5%守
への変更を提案した。しかし、上部のように
手術には影響しないよう患者へ説明すると
いう指示が変わることはなかつた。その際,
処方医が理由としてあげたことは、保存剤の
入つていない点眼率が望ましい、クラビット

:腱 蓮
で、今回の用途でベストロン点眼用0.5%
を処方する場合、(処方医は)気体めで処方
しているから、使用期限にはこだわらない、
とのことだつた。

粽 建勇塁1脚 F麗努
せんの記載に矛盾がある場
合に|ホ、必ず処方医へ疑義
照会をかける必要がある事
を痛感した。

書き間違えた 販売名ベストロン点眼用
0.5%

販売名セレコツクス錠10
0Mg

たが、本人が持参していなかつた。 さを話した。病院へ受診す
る際には持参じきちん
に見せるように話した。

持参してなかつた
17日 前にセレコッ
が、お率手帳を持参していなかつたために他
院に受診した際重複して処方された。疑義

して処方削除してもらつた。

処方された医薬品
販売名イトリゾールカプセ
ル50

変更になつた医薬品

販売名テルビナフィン錠1

25「MEEK」

リアラム錠服用中、イトリゾー

ルカプセル50が処方された。併用禁忌のた
、́テルビナフィン錠125「MEE

に変更になつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

販売名クラビツト錠

変更|■ つた医薬品

連携ができていなかつたX夕食後で処方があつた。疑義照会してクラ
ビット錠250mgl錠 lX夕 食後に変更と
なった。服用は今日のみ2錠、明日は服用し
ない、明後日から1日おきに1錠服用するこ
とになつた。

販売名ザンタック錠759ック羅75が処方された。他病院で夕う
ンOD錠 15服用中のため疑義照会して

ザンタツク錠75は 中止となつた。

販売名ミタヤク点

変更になつた医薬品
販売名ミタヤク点眼液2

群彗品匠Fい
て`=ミタヤク点鼻液と配載されてい

麓輛鱈鴬曇難i謝鶴
していたとき、話が処方内容と食い違うの

再颯讐』臓彗拠離Fろ
処方内容の誤り

販売名フルボキサミンマ

レイン酸塩錠50mg「 杏

林J

レム鍵8mgを 服用中の思者に、フ′
キ手ミシユ イラ最L錠6omg「杏林Jが処

た。併用禁忌であるため、疑義照会し

た。フルボキサミンマレイン酸塩錠50mg
「音林Jが処方削除となつた。



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

ぶ:た■ち認雰妻ξ響撃轄讐彗畠ぇ
その他患者は医院ではお
薬手帳を提出していな
かった

処万された医薬品
販売名プロマックD錠75

お渠 手 職

177

その他処方ミス 処万された医薬品
販売名ジェニナッタ錠20
0mg

栗の特性琴

178

鵠仝轟 封   肝 ョンピュニタシステム 処万された医薬品
販売名ノポラビッド注フ
レックスペン
販売名セイブル錠50mg

変更になつた医薬品
販売名レベミル注フレック
スペン

販売名セイブル錠75mg

栗歴琴
患者の症状等
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

ていた患者に、3週間前よリネオーラル25
mgカプセルの処方が開始され、初回7自分
が投率されていた`パソコンの回面上ではク
レストール錠とネオーラルカプセルの併用禁
■の表示がされていたが、投薬時に気付か
、2回 日となる14日 分を投薬した。3回 目

の投薬時に併用禁忌の表示に気付き、主治

5疑罪菫児亀片b筆昼警:だI事絆
全麟 盟馳饉お墨麟 贋き
しやがんだ後にすぐに立ち上がれないことが
あると言われた。

査に見落としがあった。併用禁忌の表示が
される画面には、通常の鑑査時に考慮に入
れなくてもよい情報が表示されることもあり、
その画面に対する注意力が低下していた。

奪項目、手順
を決めて実行することで、鑑

認雅識 裏黒謡
必ずチェッタする。

饉 離 観 つ た

知識が不足していた 販売名クレストール錠2.
5mg

変更になった医薬品
販売名リピトール錠10m

となっていたのに疑義照会せず調剤しご鑑
査が漏れた。その後、投薬者が気づいて疑
彗照余し、2g分3に訂正になつた。

判断を誤つた
勒務状況が繁忙だった

販売名アズレン0グルタミ
ン細粒「EMEC」

サワテン錠500mgが 処方された。幅
軍に「ムコダインにて発疹の疑い」の記載が
あり、処方医に連絡した。サワテン錠500m
gは処方削除になり、副作用発現の防止に
つながうたと考えられた。

副作用防止が出来た 販売名サワテン錠500m

g



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

で、ファモチジン錠10「サワイ」
方された。薬歴に、他医院でガスター錠20
mg継 続服用中の記載があった。本人に服
用中の確認の上、処方医に連絡した。ファモ
チジン錠10「サワイ」は、処方削除になっ
た。

薬歴の他科受診の正確な記載と本人イン
ピユーで、重複投薬の防止が出来た事例

そのIE桑歴管理に基つく
疑義照会で、重複投薬の 販売名ファモチジン錠10

「サワイ」

0、1.5錠 とインスリン

方された。インスリン使用の場合、アクトス錠
の上限が30mgの ため、疑義照会を行つ
た。その結果、アクトス錠30、1.5錠 から1
錠に分量変更になった。

販売名アクトス錠30

の処方せんを持つて来局した。
に、先日から他院からのクラビット錠をのん
でいた記載があり、確認をとつたところ2日前
に飲み終わつたところだった。耳鼻科の医師
に疑義照会したところ、違う系統のジスロ
マック錠250mgに 変更になった。

してなかつたため。 販売名クラビット錠5

g

変更になった医薬品
販売名ジスロマック錠25
0mg

ラビッド30ミックス注フレックスペン
方されたが薬歴ではノボラビッド50ミックス
フレツクスペンを使用中の患者だつた。医
疑義照会したところレセコンの操作ミス

により古い情報を参照していたことが判明し
ヒ。ノポラビッド50ミックス注フレックスペン
へ変更となった。

していたと考えられる。医院で診察時に電子
カルテやレセコンの情報を呼び出す際に古
いデータを呼び出してしまつた操作ミスが原
因の一つと考えられる。

す際には最新の情報を呼び
出すようにする。

当ジピュータシステム 販売名ノボラビッド30ミッ
クス注フレックスペン

変更になつた医薬品
販売名ノポラピッド50ミッ
クス注フレックスペン
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)
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せんを患者が持参した。薬歴より、前回同様
の処方であるにも関わらず、前回と薬が異な
ると患者本人と母親より申し出があり、前回
処方せんの確認や調剤過誤の可能性につ
いて検討したがハッキリせず、本人と母親に
氏名、二年月日を確認すると、処方せん記

年年月日と来局患者本人の生年月日
ることが分かつた。直ちに処方医に連

行い、正しい処方せんを発行してもらつ
た。その際、処方せんだけでなく、病院カル
テの記載も別人のものだったことが判明し

騎黒興笙欝襄況驚亀磐鍾舞
呼び出す際に、生年月日ではなく患者かな
名で呼び出しをしているため、このような事
例が頻発していると考えられる。

入れる。議当医療機関の処

悪業洋景塁璽写碁ギ譜習』
ついて、常に頭に入れてお
く。

販売名未記載

変更になつた医薬品
販売名未記載

5場の思児にタミフルカプセル75、1
1夕食後が処方された。母親からの聞

鶏 冨1幡 黒 瞥 管 棚 雅
方は予防投与には効果あるがt治療には不
適で,レセプト審査上も予防投与の査定を受

り副 噺 螺 豊 魔 違 了生澱
(白湯)にといて、苦味をかんじないよう速や
かに味下させるとともに、飲めたあとはチョコ
やチョコアイスなどを食べさせ苦味を感じにく
くするよう、飲めたらほめるよう指導した。

販売名タミフルカプセル7
5

変更になつた医薬品
販売名タミフルドライシ
ロップ3%

スローケー錠600mg2錠 14日 分J
が粉砕指示であつた。スローケー錠は粉砕
すると徐放性が損なわれる、消化管刺激が
強くなるなどで粉砕不可であつた。疑義照会
したところ「グルコンサンK細粒4mEq/g4
g14日 分Jに変更になつた。

その他粉砕ハンドブック
役に立った

販売名スローケニ錠600
mg

変更になつた医薬品
販売名グルコンサンK細



疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハウト事例) ―
―

189

マグミット錠250Mg分 3で処方されていた

が、下痢が続いていたことが判明し、同薬1

錠頓用に変更を提案したし

患者への説明が不十分で

あつた(怠つた)
処万されたL薬 品

販売名マグミット錠250m

g

思者の症状等

190

分3で処方されていたが、幼稚国に行つてい

る間はくすりを飲ませてもらえないとの申し

出があり、分2に変更を提案した。   、

その他思者背景の情薇
収集不足

処万された医栗品

販売名フロモックス小児

用細粒100mg

販売名ミヤBM細 粒

販売名アスベリンシロツプ

0.5%

販売名ムコダインシロツプ
5%

販売名ペリアクチンシロッ

プ0.04%

忌石 の 甲 しロ

トラムセット配含錠を2錠/日 から4錠/日
に増量後、嘔吐があつたため患者自己判断
により中止していたが、その旨を処方医に伝
えられておらず、今回も4錠/日 での処方と

なつており、吐き気止めなどの追加も無かつ

た。嘔吐があつた旨を薬局から直接処方医
に電話にて伝えたところ、2錠/日 の処方に

変更となつた。

その他患看情報の収栞
不足

処万された医桑品

販売名トラムセット配合錠

患 百 り 正 孤 守

192

腱剤、散剤の服用が出来ないことが判明し、

水剤で備蓄のある代替品日とその用量の提
案を処方医に電話で行い、変更となつた。

その他思者の情報収果

不足    ~

処万ご7Lた嬌桑品
販売名フスタゾール錠小

児用2.5mg

販売名メチスタ錠250mg

変更になつた医薬品

販売名アスペリンシロツプ
0.5%
販売名ムコダインシロップ

5%

忠 百 り 正 慄 守
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

ルカンカフセル100mEと カルプロ1
16mgが 併用された処方箋を受け付けた。
局レセコンで禁忌の表示が出て疑義照会

した。現在体調が良いのでジフルカンカプセ
ル100mg力 t肖1除となった。医師の話では
「(院外)薬局からその事は聞いたことが無
かつたJとのことなので、少なくとも一回は他
局で調剤を受けていた可能性があつた(お
率手線を持つていない患者なので推測)。

の他レセコンのシステ
販売名ジフルカンカプセ

ル100mg

販売名カルプロック錠16
mg

コスタ経100mgが 頓服で処方された。|
手嫌とレセコンに入力されたそのデータ
、他の調剤薬局で定期的にレバミピド錠1

「YD」を服用中であることが判明、ム
夕錐100mgは 削除された。

販売名ムコスタ錠100m

g

局し、前回処方とかなり異なつていたため患
者家族へ確認したところ、変更については聞
いていないとのことだつた。また内服の抗癌
剤2種が併用されており以前の薬歴で疑義
照余して肖1除になっていた。ユーエフティ配
含カプセルT100か らエストラサイトカプセル
156.7mgへ 変更、一緒に処方されていた
カソデックス錠80mgが 削除となった。

以前の薬歴でカソデックス無80mgとユーエ
フティ配合カプセル丁100を月風用したことが
あり、その履歴をコピーして処方した可能性
もあると思われる。

患者の処方内容には注意す
るようにする。

暉路を思つた

勤務状況が繁忙だつた
ヨンピュータシステム
その他過去のデータ使用

販売名ユーエフティ配含
カプセルT100
販売名カソデックス錠80

変更になつた医薬品
販売名エストラサイトカプ

セル15 6 . 7 m g

iでの処方箋で、フルルビプロフェン
40mgと なつていたが、薬歴ではずつ

とアドフィードパップ40mgが 処方されてい
た。一般名からはヤクバンテープ40mgを 指
すことになり、患者に聞いたところ、いつもと
同じ薬との報告を受け疑義照会した。アド
フィードバップ40mgで 調剤することとなつ
た。

その他確認不足
医薬品
ルールの不備

販売名ヤクバンテープ40
mg

変更になつた医薬品
販売名アドフィードバップ
40mg
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

の特性等販売名シークナロン錠3
mg

を伝えるように患者を指導す
であることが、本人の申告に

て判明した。シークナロン錠3mgの処方が
あつたが、疑義照会後中止になつた。

の特性等販売名クラリス錠200

変更になつた医薬品
販売名レポフロキサシン

錠100mgrnrK」

日までジスロマ

城 鋤′翡離3
ると轟われるのでマク由ライド系のクフリス錠
200に東えてニユTキ ノロン系のレポフロキ
サシン錠100mg「TYK」に変更になつた。

販売名フルバスタチン錠
20mg「 サワイ」

こ医師にも残薬の

申告するように患者を
フルバスタチン錠20mg「 サ

ワイ」の残薬が多数あると本人から訴えが

あつた。今回も処方されていたため、疑義照
会後処方中止となつた。

販売名ランソプラゾール0

o錠 15mg「 DK」
緯示するように1患者を指ていた。以前はオメプラール錠を服用し

票践彙g謀凛野露鰐野
男翠 高婚吉留緊常騰:了
中止となつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

採用(備蓄無)薬品であるメチスタ錠500m
方されたこと、指導中に両腕から手先

にかけての痺れを感じたこと、追加されたも
う一方の薬が末梢性弛緩剤であるミオナー

ル錠50mgだ つたことからメチコバール錠5
0oμ gと混同した可能性を察知し、照会した
結果、その通りであることが判明した。

籠器 :躍翼翌1弩婁竃蹴1:も選択可(バニジョジアップ、買い替え
等)を提案する。備蓄医薬品
と果なる品目が処方された

W翼
カルテ内容に相津がないか
等でチ平ツクをかける。

コンピュータシステ

変更になつた医薬品
販売名メチコバール錠50

0μ g

朝食後にO.5錠 X30日分で処方された。
今回は導体の為、40日処方になっていた。
当亭者(薬剤師)は投薬中であり、別の薬剤
師が調剤しようとしたところ、アムロジンの添

に「分割後、違光の上30日 以内に使
こと。」とあることを思い出した。そこで
会をし、在庫があったアムロジシOD

鉾2.5mgを提案した。処方変更となつた。
当事者の方は、「自分だつたら、そのまま調
剤するところだつた。」との事だつた。

できていなかつた

判断を誤つた
知識が不足していた

勤務状況が繁忙だつた

販売名アムロジン錠5mg

変更になつた医薬品

販売名アムロジンOD錠

2.5mg

販売名レザルタス配含錠
LD

変更になつた医薬品
販売名オルメテック錠10

販売名アムロジンOD錠

2.5mg

1日 1回朝食後にレザルタス配
Hpl年 、1日1回夕食後にレザルタス配含
錠LDl錠 が処方されていた。添付文書を確ヽ
認すると、レザルタス配含錠は「用法は1日
1回、アゼルニジピンは1日最大16mgま
で。Jとあつた。その旨を処方医に伝えたとこ
ろ、「213ヶ月以上、高血圧の状態が続いて
おり、薬剤は1日2回で処方したい。だが、ア
ゼルニジピンが上限量を超えるのは知らな
かつたので、夕食後の方はオルメテック錠1
0mgl錠 とアムロジンOD錠 2.5mgl錠 に
変更を。」という事で、処方変更となつた。
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

処方された。残薬確認にて、まだ2週間以上
あることが判明した。日数32日分に減量に
なつた。

販売名ツムラ釣藤散エキ
ス顆粒(医療用)

璧島示言芽ラ導≒)i〕歴1醜fキ1星勇|キ丁i′4 販売名インデラル錠10m

g

変更になつた医薬品
販売名テノーミン錠25

「キュバール」があつた。キュバールの適応
症は「気管支喘息」のみであるため、安全率
はもちろん、保険請求上もチェックがかかる
能性があるため、疑義照会を行つた。

のため、β違断率の
蓄し、その分類をきちんと

スタッフで担擢しておく。

販売名パップフォー錠

変更になつた医薬品
販売名パップフォァ錠10

で、他病院にて処方されていた

追加で処方されたのだが、

層翼騨慶型騰E鰊赫劣l磨警
は、10mgと20Mgの規格があつた。規格フ
いくつか存在する場合、薬剤師が規格を把

亀]滞暁紹紺 肥謝紆
た。今回は、栗剤師側で規格が複数

あることを認識していたので、即座に疑義照
会できたが、そうでない場合、患者の年齢等

えると、健康被書が起きていたかもしれな
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

=つた。キブレス錠10mg

と咳止め薬数種処方あり。鑑査者Aが鑑査
後、患者不在のため残置薬置き場へ置い
た。30分後患者は戻り、薬剤師Bが投薬し
ヒ。投票中に前回薬歴より8日前にプランル

トカプセル112.5mg「 日医工」20日処
中であると気付き、患者へ医師か

ら変真指示等受けているか確認した。指示
がなかつたため疑義照会した。キプレス錠1
mglホ削除となつた。患者にもその旨をお

販売名キプレス錠10mgし送りをしていた。キプレス錠とプランルカス

卜が同効薬であることは理解していたが、前
回の処方せん交付日、残薬有無の確認が
不十分だつた。

方であり、患者は医師から聞いてい

建おお缶f:霧鷲詠糞士
ころ、ロヒプノール 販売名ロプレソール錠20

mg

変更になつた医薬品
販売名ロヒプノール錠2

販売名フスタゾール錠小

変更になった医薬品
販売名フスコデ配合錠

欄鰤肺 稿イ=1翻棚:15
蹴 竿豊讐蟹践紺 拮糧『

ヽ
へ、変更となつた。

販売名アレロック顆粒0.
の母親が皮膚科の処方箋を持つてこ

、服薬指導時、併用薬を確認した際、同効
馨であるジルテックを服薬中であることを確
認した。医師に疑義照会し、アレロック顆粒
0.5%は 削除となつた。

ていなかつた
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)

方は前回までプレドハン錠2.5mg2錠 分2
だつたが、今回プレドハン錠2.5mg4錠 分2

鼎 器 ぽ 鑑 慎ζ冒紗
レドニンはよく使われているので、プレドハン
錠2.5mgを 4錠よりもプレドニン錠5mg2

方がいいのではと思い病院に連絡した
ころ、実際はプレドニゾロン錠1、4錠 が正

たそうで、処方箋の記載ミスだつたこと

販売名プレドハン錠2.5
mg

変更になつた医薬品
販売名プレドニゾロン錠1

ン錠2.5mg、 プレドニゾロン錠1の3種を採

目3百お多深質3重]督
量変更し処方箋を発行したものと思われる。

EmgrlrapfJVF->l=*.
能ではというところから

轄熊:認鮮艶

販売名テノーミン錠25
テノ■ミン掟25半錠を飲んでいた患者の処
方がマ般名処方に変わり、医師の入カミス
で1年になっていた。本人は薬の増量を聞か
されておらず、投薬時に判明、疑義照会でミ
スが判明した。

一般名処方入力の手間に追われ、あま,

巌お各お″も証:じ編:{提』脇乳■
しまったと思われる。お率手帳も持たずに他

に行つた場合は大事故が起こつてたか
島

用量を確認することが必要
だと認識する。

名リスパダールOD=った。買い資料はl mg2錠/文 2な
ので撃韓照会した。リスパダールOD錠 2mg
1筆/Xlに 変更となった。

―
―
―
―
―
―
コ
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

髯踏 こ導I=出暇霜1翻g
分3X3日 分毎食後服用で処方箋記載あ
り。初来局の問診を記入していただいたとこ
ろ、他科受診(併用薬)記入欄に「現在血液
透析中で他科受診(併用薬)あり」との本人
の申し出があつた。セフゾンカプセル100m
gは「車液透析患者では、1日100mgl回
投与が望ましい」とされている為(添付文書

拒鸞込糊 勝評需籍

轍肺赫隔輩整卿

の思者 (80歳 代女性)に対して、

伝えていなかった、同じ医療機関の内科で
血液透析を受けている為伝える必要はない
と思つていたので、通常の分量・用法で処方

詔蓼纂颯嶺認躍話犠
べき内容が伝えられていないことが発覚し、
医療過誤を防ぐことができた一例であつた。
患者にとっては、薬局での間診は煩わしく感
じられる場合も多いが、医療安全の視点か
ら見ると非常に革要であると考える。

い。得られた情報と処方内
容より、楽剤師として納得で
きないことがあれば必ず疑
義照会の上、調剤を行う必
要がある。

局の患者から得られそ
は間診によるものも多 知識が不足していた

医薬品
販売名セフゾンカプセル1
00mg

販売名ビオフェルミンR散

レボレード錠25mg
ド錠は2週間は同一量を維持することとある
が12.5mgで 2週間以上経つていなかっ
た。増量ていいのか疑義熊会した。レポレー

ド錠12.5mgに 変更になつた。

で処方をチェリクするというこ
との認識をする。2週間同一

用量の服用方法、休薬など
調べておく必要がある。

販売名レポレード錠25m

g

変更になつた医薬品
販売名レポレード錠12.
5mg

思者が耳鼻咽喉科を受診した際、ムコダイ
ン錠500mgが 処方された。当該患者は別
の医療機関の内科から、同薬が処方されて
いる事をお薬手帳で確認したため、疑義照
会したところ、ムコダイン錠500mgが 処方
削除となった。

ぶ:た設協刷蝶筆轟ミ難伝え
ていなかつたのではないかと考えられる。

は医院ではお薬手帳を提出してい に、お票手帳は医院で
も提出して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行つ
ていく。

その他患者は
薬手帳を提出していな
かった

販売名ムコダイン錠500
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

E:郷棚蹴批 麗
食後で処方された。当該患者は別の医療機
関から、セルペックス細粒が分2朝夕食後で

Eと目驚習承亀品鑢 、  セ
た。

思者は医院ではお薬手帳を提出してい4
かつた事により、医師は重複に気付かな

粽なλこ潟猟慾種裏鷲窟Fえ
も提出して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行つ
ていく。

薬手帳を提出していな
かった

販売名セルペックスカプ

シツド絆800mg2錠 分1昼食後7日分の記 ス

コンピュータシステム
販売名クラリシッド錠200
mg

変更になつた医薬品
販売名クラビット錠25

こ眼科より15歳 未満に
fioltgsrT tvt-E fr,*ff so u szelf*
用が処方されていた。疑義照会により小児
用フルナーゼ点鼻液25 μ g56噴霧用に変

販売名フルナーゼ点鼻液
50μ g28噴霧用

変更になつた医薬品
販売名小児用フルナーゼ
点鼻液25μ g56噴霧用

7様の姉妹に15歳未満に適応のな下
フルナーゼ点鼻液50 μ g28噴霧用が処方
されていた。疑義照会により小児用フルナー

ゼ点鼻液25 μ g56噴霧用に処方変更と

販売名フルナーゼ点鼻液
50 μ g28噴霧用

変更になつた医薬品
販売名小児用フルナーゼ

5μ g56噴 霧用
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリニハット事例)

躍 構 譲艦 認 譜
嫁 錠100mgに 変更になつた。

こ不備があつた
勤務状況が繁忙だつた 販売名トスキサシン錠15

Omg

変更になつた医薬品
販売名フロモックス錠10

嬰F翻 質努
蘇滅驚畿1癬縛稚
般名:アロチノロール)の処方に変更になら
た。

の知識不足と澤こりやすい勘違いでア

ぇた。
ルとアルマ

Tル
の二般名処方を間違 の知職向率と、制度やシス 販売名アマリールlmg錠

変更になつた医薬品
販売名アルマール錠5

不明。今回、ラシックス20mgが 中止となり、

砒鶴熾臨動凛究琳惚
25mgl日 1錠の間違えであった。

販売名アルダクトンA細 粒
10%

変更になった医薬品
販売名アルダクトンA錠 2
5mg
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

こRp.リビトール錠10mgl日 用
.5錠分lX77日 分夕食後服用の記載あ

り。前回に「体のだるさ,手指の関節痛,下
肢の力の入りにくい感じの症状があり、血液

結果CPK531,LDH383だ った為リ
トール錠10mgは 中止して様子をみること

になつたJと薬剤服用歴簿に配載あり。本日
リピトール錠10mgを再開する話は聞いて

いないとの本人の申し出があり。リピトール
磐10市g再開で間違いないか処方医師に疑

麟 市議 なFこ
な リピトJレ田 OmJ

原因となつていた可能性が高い医薬品の再
処方を未然に防ぐことができた事例である。

師黒圭脚 11:`絣踊に
言蟄

1謀
筆i署騨蔦3翼難籐

淵振Ptti副離配朧

[蛸臀嗜細麗醐覆電:詩
籍駅ヒ薬謀{協税務灘轟合には1必ずしも処方内容が医

と同じでない場合もあるので、注意

販売名リピトール錠10m

g

回までセレナール錠5を服用されていた。
今回セレナミン錠5mgが処方されていた。
患者さんに確認すると減量になるだけで種
類の変更は無いとのこと。疑義照会で薬の
種類は前回と同じと確認。

コンピュータシステム
販売名セレナミン錠5mg

変更になつた医薬品
販売名セレナール錠5

にて、タケプロンが処方され服用中。医
師にお薬手帳を見せたのだが、医師がそれ
を見落とし、ガスターを処方したとのこと。
(医師の話)作用の似た薬が重複してしまう
ところだった。

販売名ガスターD錠 10m

g
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ・ハット事例)

ズフアジラン錠が処方されている。薬歴に流
産経験ありと記載されていたため、患者より
妊娠何週目かを確認したところ7週と4日目
とのこと6ズフアジラン錠は妊娠12週未満の
妊婦には投与しないことと記載があるため、
疑構照会した。

孵網轟t層鵠 :翻難躍
師が会議があり焦っていたと考えられる。

欲しいとのこと。 販売名ズファジラン錠10
mg

変更になつた医薬品
販売名ダクチル錠50mg

者の症状等

いつも、来局の患者が前回
覆矯謬:鼎銭覆鵠膠辞暴
処方箋を記載されたと思われる。

を伝えていなかつた。もし
くは、医師の注意不足

販売名バイアスピリン錠1
00mg

世琴錯駕濯ま用踪路
酸患者は、整形外科にてロキソニン錠60品
gとアランタSF錠100mgが 処方されている
事をお薬手帳で確認したため、疑義照会し
たところ、両薬剤は削除となつた。

は医院ではお薬手帳を提出してし
かつた事により、医師は重複に気付かな

磐二なλlLだ%躍憎%懇諄こ襲墳偲青言「え
蒼言[を

提出していな 販売名ロブ錠60mg
販売名セループカプセル

配含筆が7日間処方された。当該患者は前
日、別の暉療機関の耳鼻咽喉科から、同薬
力15日間処方されている事をお薬手帳で確
認したため、疑義照会したところ、ストミンA
配含掟の日数が7日から2日に変更となっ
た。

ぶ:た「賢7電な晰[需男妻  ぇ
ていなかつたのではないかと考えられる。

薬手帳を提出していな
かつた

販売名ストミンA配 含錠
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疑義照会に関する事例(薬局ヒヤリ0ハット事例)‐

販売名アレロック顆粒0.
5%

して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行つ

ていく。

かつた事により、医師は重複に気付かな
つた。又、その他の方法“ 併用薬を伝え

ていなかつたのではないかと考えられる。

顆粒0.5%が 処方された。当該患者は別の

医療機関の皮膚科から、ケトテンDSO.1%
が処方されている事をお薬手帳で確認した
ヒめ、疑義照会したところ、アレロック顆粒

5%力 t処方削除となつた。

販売名メチコバール錠50薬手帳を提出していな
かつた

も提出して頂き、有効活用し
ていくために、声かけを行つ
ていく。

かつた事により、医師は重複に気付かな
かつた。又、その他の方法でも併用薬を伝え
いなかつたのではないかと考えられる。

バール錠500μ gが処方された。当骸患者
は別の医療機関の眼科から、同薬が処方さ
れている事をお薬手帳で確認したため、疑
義照会したところ、メチコバール錠500μ g
が処方削除となつた。

販売名ドグマチール錠50

販売名ガスターD錠20m

になつた医薬品
名ドグマチール錠10

名ガスターD錠 10m

慣 打
・
千 惧 ひ ラ下融 ′こ■'′こ

コンピュータシステムは100mg、ガスターDはいつも10mgの 所
が、それぞれ50mg,20mgに なつていた。患

は特に聞いていないとの事

名ロキソプロフェン錠

売名ミオナール錠50m

あるので、薬変更なのに前回の処方を消し
ていなかつたものと考えられる

ソフロフェン、ロ

ム.ミオナール、テルネリンが処方されてい
た。通常は同時に服用しない薬の組み合わ
せです。
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